
秋
の
叙
勲
・
褒
章

昭和 52 年から現在までの 30
年間、保護司として更生保護
に尽力。また、人権擁護委員
としても活躍されています。

「保護司として多くの人と出
会い、共に悩み、共に喜び、
さまざまな経験をさせてもら
いました。今後も明るい地域
づくりに貢献していきます」。

大
おおばやし

林　浩
ひろし

さん

（76 歳・柴山）

●瑞宝双光章

昭和 34 年から昭和 59 年まで
の 25 年間、河川やダム建設
などの砂防工事に従事。「思
いがけない受章に驚いていま
す。昭和 34 年の伊勢湾台風
による被害や阿武隈ダムの用
地交渉など当時の苦労が思い
出されます。支えてくれた家
族に感謝しています」。

（70 歳・玉戸）

●瑞宝双光章

昭和 34 年から平成９年まで
の 38 年間教員として、また
平成 12 年からは関城町教育
長として活躍されました。「関
城中学校の改築では、現場の
意見を数多く取り入れてもら
い、理想的な学

まなびや

舎ができまし
た。関係者のご理解とご協力
の賜

たまもの

と感謝しております」。

池
いけだ

田　眞
まこと

さん

（70 歳・関本下）

●瑞宝双光章

昭和 55 年から現在までの 25
年間、民生・児童委員として、
地域福祉の向上に貢献されて
きました。「褒章を受章し、
光栄に思っております。地域
のみなさまのご協力によって
これまで無事に努めてこられ
ました。今後も地域のために
力を注いでいきたいです」。

落
おちあい

合　勇
いさむ

さん

（73 歳・小川）

●藍綬褒章

昭和 33 年から平成 12 年まで
の 33 年間、久下田郵便局に
勤務。地域からの厚い信頼を
得てきました。「雪の中、一
日中歩いて郵便を配達したこ
ともありました。民営化にな
りますが、後輩たちには、仕
事の大切さを理解し、ぜひ、
頑張ってもらいたいです」。

杉
すぎやま

山　平
たいら

さん

（65 歳・樋口）

●瑞宝単光章

昭和 31 年から昭和 63 年まで
の 32 年間、埼玉県警察官と
して活躍。「刑事課長当時、
長期間にわたって広域暴力団
の取り締まりに携わり、多く
の事件を解明し、警察庁長官
賞をいただいたことが思い出
に残っています。そして、妻
と家族に感謝しています」。

勝
かつぬま

沼　昇
のぼる

さん

（77 歳・井上）

●瑞宝双光章

昭和 25 年から昭和 61 年まで
の 36 年間、警視庁と県警の
警察官として地域の安全を
守ってこられました。「刑事
をしていた時、数々の少年問
題に取り組んできたことが印
象に残っています。これまで
支えていただいた、地域のみ
なさまに感謝しています」。

安
あ く い

喰久
ひさ お

夫さん

（76 歳・幸町）

●瑞宝双光章

昭和 39 年から平成 11 年まで
の 35 年間、海上自衛官とし
て国防に従事。「南極観測隊
の輸送支援として極地に行っ
たことや、日米の合同軍事演
習に参加したことなどが思い
出に残ります。家を空けるこ
とが多く、家族には苦労をか
けました。感謝しています」。

竹
たけざわ

沢四
しろ う

郎さん

（61 歳・三郷）

●瑞宝双光章

昭和 29 年に消防団入団以来、
平成 17 年に明野町消防団団
長を辞するまでの 54 年間、
災害現場の第一線で活躍。「昭
和 61 年の小貝川決壊のとき
は、現場の指揮を執っていま
したが、一人の被災者も出さ
ずに済んだことが長い消防活
動の中でも思い出深いです」。

大
おおわだ

和田保
やすのり

則さん

（73 歳・古内）

●瑞宝双光章

元公立小学校長元関東地方建設局
日光砂防工事事務所長保護司

内
うちやま

山昭
しょうご

吾さん

元明野町消防団団長元海上自衛官元警察官

元警察官元郵政事務官民生・児童委員

平
成
18
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
筑
西
市
か
ら
は
、

叙
勲
に
瑞
宝
双
光
章
が
７
人
、
瑞
宝
単
光
章
が
１
人
、
褒
章
で
は
藍
綬

褒
章
に
１
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
受
章
し
た
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

瑞宝双光章



筑
西
市
・
人
権
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

筑
西
市
と
下
妻
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
筑
西
市
部
会
で
は
、
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
『
人

権
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
応
募
の
あ
っ
た
１
，
４
３
７
点
の
作
品
の
中
か

ら
、
優
秀
な
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

人

の

和

は

人

権

を

守

る

心

か

ら

増田 紋加
（大田小・６年）

飯村　悠
（上野小・６年）

板橋 瑞樹
（古里小・６年）

古橋 加奈
（川島小・６年）

若松 愛美
（嘉田生崎小・６年）

塩沢 知沙
（伊讃小・６年）

稲川 香純
（小栗小・６年）

赤城 千佳
（上野小・５年）

塚原 来見
（鳥羽小・５年）

大森 玲奈
（大田小・５年）

飯岡 大輔
（養蚕小・５年）

石井 萌加
（下館小・５年）

小澤 芽生
（村田小・５年）

増田 菜奈
（新治小・５年）

箱守　悠
（関城東小・５年）

優秀賞 最優秀賞

松本 彬
（関城西小・６年）

安達ひかり
（伊讃小・５年）

鈴木悠莉華
（新治小・６年）

人
権
啓
発

ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

　

平
成
18
年
度
人
権
啓
発
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
（
茨
城

県
主
催
）
が
行
わ
れ
、
筑
西

市
か
ら
６
人
の
児
童
・
生
徒

が
入
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
優
秀
賞
】
大
林
美
和
子
（
新

治
小
４
年
）

【
佳
作
】
松
永
花
音
（
川
島
小

３
年
）　

横
田
和
姫
（
村
田
小

学
校
４
年
）　

中
野
翔
太
（
下

館
小
６
年
）　

嶋
田
千
晶
（
協

和
中
学
校
１
年
）　

中
澤
祥
子

（
関
城
中
学
校
３
年
）

関城西小学校で行われた人権教室



６６

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
に
備
え
て

　　

平
成
７
年
１
月
に
起
き
た
『
阪
神
・
淡
路
大

震
災
』
に
お
け
る
木
造
住
宅
の
被
害
は
、
そ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
大
規
模
な
も

の
で
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。
地
震

は
い
つ
起
こ
る
か
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
自
身
や

家
族
の
生
命
、
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、
自
分
た
ち
が
今
住
ん
で
い
る
住
宅
に
ど

の
程
度
の
耐
震
強
度
が
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
地
震
へ
の
備
え
は
、『
わ
が
家
の

耐
震
性
』
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

建
物
の
規
模
や
形
態
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
一

般
住
宅
。
そ
の
耐
震
強
度
を
知
る
に
は
、
住
宅

ご
と
に
家
屋
の
状
況
を
把
握
し
て
、
地
震
に
対

す
る
抵
抗
力
を
割
り
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

木
造
住
宅
簡
易
耐
震
診
断
で
は
、
木
造
一
戸

建
て
の
住
宅
の
状
態
を
、
地
盤
・
基
礎
、
建
物

の
形
、
壁
の
配
置
・
割
合
、
老
朽
度
な
ど
項
目

ご
と
に
診
断
し
ま
す
。
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家

族
を
守
る
た
め
、
こ
の
機
会
に
簡
易
耐
震
診
断

を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
木
造
住
宅
簡
易
耐
震
診
断
の
申
し
込
み
は

　

市
建
築
課
建
築
係
TEL
　

20

－

１
１
７
７
（
直
通
）　

知
っ
て
い
ま
す
か
、あ
な
た
の
家
の
耐
震
性

ま
ず
は
気
軽
に
木
造
住
宅
簡
易
耐
震
診
断
を

無
料

　　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
受
け
付
け

後
、
現
地
予
備
調
査
と
問
診
表
に
よ
る
相

談
の
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
日
を
連
絡
し
ま
す
。

　　

問
診
表
に
よ
る
相
談
の
際
に
参
考
と
す

る
た
め
、
社
団
法
人
茨
城
県
建
築
士
会
筑

西
支
部
の
調
査
員
が
申
し
込
み
者
の
住
宅

を
訪
問
し
、
予
備
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
で
は
実
際
に
建
物
を
見
て
、
基
礎

ま
わ
り
や
地
盤
、
間
取
り
な
ど
を
確
認
し

ま
す
。
建
物
平
面
図
な
ど
が
あ
れ
ば
用
意

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

現
地
予
備
調
査
や
問
診
表
に
よ
る
診
断

の
結
果
な
ど
を
も
と
に
、
建
築
士
会
筑
西

支
部
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

改
修
な
ど
の
対
策
が
必
要
な
場
合
や
、

建
物
の
安
全
性
を
よ
り
正
確
に
確
か
め
た

い
場
合
は
、
一
般
診
断
や
精
密
診
断
（
と

も
に
有
料
）
を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

問
診
表
に
よ
る
相
談

申
し
込
み

現
地
予
備
調
査

木
造
住
宅
簡
易
耐
震
診
断
を
お
す
す
め
し
ま
す



メ　モ

７ メモ７ メモ

■元公平委員会委員の齋藤實さんに総務大臣表彰
　齋

さい

藤
とう

實
みのる

さん（74 歳・野
の

殿
どの

）が総務大臣表彰
を受賞しました。齋藤さんは、平成６年から平成
17 年までの約 12 年間にわたり、下館市ほか四
カ町村及び一部事務組合等公平委員会委員とし
て尽力。その功績が認められての表彰です。
■消防ポンプ操法競技大会県西地区大会

　10 月 29 日、古河市の広域中央運動公園を会
場に、県西地区の 10 市町から 14 チームが参加
して、『消防ポンプ操法競技大会県西地区大会』
が行われました。市内からは関城地区の第 25・
26 分団による合同チームが出場し、日ごろの厳
しい訓練で磨いた技術を披露しました。
■明野中学校校舎改築工事起工式

　11 月７日、明野中学校で、校舎改築（建てかえ）
工事の起工式を行いました。新校舎は鉄筋コン
クリート造２階建、延べ床面積約 7,270㎡で総工
費約 16 億 9 千万円。生徒の主体的な活動を支
援する多目的スペースや情報化に対応するメディ
アセンターなどを備え、平成 20 年９月に竣工の
予定です。

■シビックコア地区整備事業完成式
　11 月 18 日、『筑西市シビックコア地区整備事
業完成式』をアルテリオで、『筑西しもだて合同
庁舎落成式』を同庁舎で開催しました。同事業
では、下館駅北の約 2.4 ヘクタールに国の合同
庁舎や民間施設などが一体的に整備され、市の
拠点地区として生まれ変わりました。

Vol.5
財
政
健
全
化
計
画
を
確
実
に
実
行
し
て

財
政
破
綻
を
防
ぎ
、安
定
的
な
財
政
運
営
を
確
保
し
ま
す

　

筑
西
市
の
財
政
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
、
現
在
、
平
成
18
年
度
を
緊
急
改
革
期
間
と

位
置
づ
け
、
徹
底
し
た
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
改
革
の
中
で
、
特
に
財

政
構
造
改
革
の
指
針
と
な
る
も
の
と
し
て
、
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

財
政
健
全
化
計
画
で
は
、
健
全
化
を
進
め
る

方
策
と
し
て
次
の
８
項
目
を
定
め
、
市
の
全
事

業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
、
事
業
の
休
止
・

凍
結
も
含
め
た
徹
底
し
た
改
革
を
行
い
ま
す
。

①
標
準
財
政
規
模
と
歳
出
決
算
規
模
の
縮
減

　

標
準
財
政
規
模
を
２
２
０
億
円
と
予
測
し
、

決
算
規
模
を
平
成
19
年
約
３
４
０
億
円
、
平

成
20
・
21
年
約
３
３
０
億
円
と
し
ま
す
。

健
全
化
方
策
８
項
目
の
達
成
で

危
機
的
財
政
状
況
の
改
善
を
図
る

②
経
常
収
支
比
率
の
引
き
下
げ

　

経
常
収
支
比
率
を
80
％
台
に
す
る
た
め
、
人

件
費
・
扶
助
費
・
委
託
料
・
補
助
費
な
ど
の
削

減
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
入
確
保
の
た
め
、

収
納
率
の
向
上
を
図
り
、
受
益
者
負
担
の
原
則

に
基
づ
く
料
金
改
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

③
地
方
債
発
行
額
の
制
限

　

新
規
事
業
の
凍
結
・
継
続
事
業
の
休
止
な

ど
で
地
方
債
の
発
行
を
制
限
し
ま
す
。

④
公
債
費
比
率
の
引
き
下
げ

　

全
会
計
の
投
資
的
経
費
を
抑
制
し
、
借
入

金
を
減
ら
し
ま
す
。

⑤
財
政
力
指
数
の
改
善
と
地
方
交
付
税
の
確
保

　

財
政
基
盤
を
強
固
に
す
る
た
め
、
税
金
や

使
用
料
の
収
納
率
向
上
と
、
減
少
傾
向
に
あ

る
地
方
交
付
税
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

⑥
基
金
の
確
保

　

標
準
財
政
規
模
の
10
％
程
度
の
基
金
を
確

保
し
、
地
域
振
興
基
金
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

⑦
繰
出
金
等
の
抑
制

　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
や
病
院
・
水
道
会

計
へ
の
補
助
金
を
削
減
し
ま
す
。

⑧
情
報
の
発
信
と
共
有
化

　

市
民
・
職
員
に
向
け
た
情
報
発
信
と
市
民

協
働
社
会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。　

健全化実施前後の収支見込み

財政健全化後

財政健全化前

財政健全化
↑

累積赤字額の解消

20

0

-20

-40

-60

（単位 : 億円）

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

　

こ
の
財
政
健
全
化
計
画
を
完
全
に
実
施
す
る

こ
と
で
、
財
政
再
建
団
体
へ
の
転
落
を
防
ぎ
ま

す
。
さ
ら
に
、
安
定
し
た
財
政
運
営
を
確
保
す

る
た
め
、
行
政
改
革
を
継
続
し
て
推
進
し
ま
す
。
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